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にこぽんマガジン「お寺の介護はいにこぽん」がお届けする、情報発信サイト

イベント・セミナー情報
最新の介護情報

施設・スタッフ紹介
ちょっとしたお話など

QRコードで
簡単アクセス♪2kopon.jp

「生老病死」

第22回

　仏教では「生きるということは苦しいことだ」と教えています。
それはなぜなら、どんな人でも例外なく、生まれたら、年々に老
いて、しだいに病に冒され、やがては死にゆく存在だからです。
これを「生老病死・しょうろうびょうし」と言いますが、仏教の本
質でもあり、私たち人間の抗うことのできない定めでもあります。
　この言葉は一見、残酷な印象を持ちますが、少し考え方を変
えて、「老いてこそ心豊かな日々があり、病んでみてはじめて感
謝できることも多く、そして、ようやく生きるという過酷な現
実から解放されて永遠に眠ることができる」と受けとめれば、
人生の過ごし方の景色が穏やかになるかもしれません。
　お寺の介護はいにこぽんでは、そのような仏教の教えに基づ
いて、老と病、そして死についてまでしっかりと伴走し、豊かで
安穏な暮らしのお手伝いをしています。

回向料
1体：5,000円

永代経法要のお申込は、
専用の申込用紙か右のQRコードから
スマホ西栄寺をご利用ください

① 受　付 
事前申し込みの方は控えを見せる
・ 当日の方は申込用紙に記入する 本堂を出て粗供養を受け取る

③ 退　室
受付後靴袋を受け取り、
靴を脱いで本堂へ入り、焼香する

② 焼　香

当日の流れ お名前は申込まれた方全員を順不同で法要中にお読み上げいたしております。 
従来のようにお名前が呼ばれるまで待っていただくことはできません。

　

今
年
の
夏
は
暑
か
っ
た
！
日
本
全
国
こ
の
猛
暑
に
は
参
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
振
り
返
れ
ば
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
社
会
は
一
変
し

た
が
、や
っ
と
落
ち
着
い
た
と
思
っ
た
ら
米
騒
動
や
物
価
高
。
我
々

一
般
庶
民
の
生
活
は
ど
ん
ど
ん
困
窮
し
て
い
る
。
ま
た
個
人
的
に

気
に
な
る
の
は
、
自
殺
者
の
増
加
で
あ
る
。
女
性
よ
り
も
男
性
の

方
が
自
殺
者
が
多
い
と
の
事
だ
が
、
女
性
は
出
産
と
い
う
一
大
事

に
立
ち
向
か
う
た
め
の
力
強
い
精
神
力
を
授
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
男
女
問
わ
ず
本
当
に
強
い
人
間
と
は
、
強
い
信
念
を

持
つ
強
靭
な
心
の
持
ち
主
で
あ
る
。

　

世
界
を
見
渡
せ
ば
、
い
ま
だ
に
ロ
シ
ア
や
イ
ス
ラ
エ
ル
が
武
力

行
使
を
続
け
て
お
り
、
果
た
し
て
正
義
は
ど
こ
に
あ
る
の
や
ら
。

世
界
の
警
察
を
自
負
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
も
、
最
近
は
態
度
も
発

言
も
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
り
た
だ
た
だ
虚
勢
を
張
っ
て
い
る
よ
う
に
し

か
見
え
な
い
。
我
々
平
凡
な
一
市
民
は
そ
ん
な
大
し
た
力
は
持
っ

て
い
な
い
が
、
せ
め
て
身
の
回
り
の
ち
っ
ち
ゃ
な
ち
っ
ち
ゃ
な
親

切
や
心
の
寄
り
添
い
な
ど
、
多
く
の
方
が
そ
の
気
持
ち
を
持
ち
続

け
れ
ば
、
き
っ
と
き
っ
と
で
っ
か
い
力
を
持
っ
た
大
波
と
な
っ
て

い
く
と
信
じ
て
い
る
。

　

昔
あ
る
人
曰
く
「
出
来
る
事
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
」。
当
西
栄
寺

に
も
孫
が
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
入
寺
し
て
く
れ
た
。
二
代
目
予
定
の

貴
仁
副
住
職
も
長
い
間
自
己
研
鑽
を
重
ね
て
や
っ
と
副
住
職
の
ポ

ス
ト
を
得
た
が
、
ず
っ
と
言
っ
て
き
た
の
は
西
栄
寺
を
継
ぐ
と
い

う
事
は
た
だ
単
に
そ
こ
に
生
ま
れ
て
き
た
だ
け
で
は
な
く
、
西
栄

寺
の
理
念
を
体
得
し
て
初
め
て
継
承
で
き
る
の
で
あ
る
。
法
脈
・

血
脈
と
も
に
兼
ね
備
え
て
二
代
目
、
三
代
目
が
実
現
す
る
の
で
あ

る
。
そ
こ
に
生
ま
れ
て
き
た
か
ら
自
動
的
に
継
承
で
き
る
と
思
っ

て
た
ら
大
間
違
い
で
あ
る
。

　

今
年
は
念
願
の
長
洲
泰
心
館
も
完
成
し
、
次
は
岸
里
支
坊
と
堺
支

坊
の
納
骨
堂
建
設
が
控
え
て
お
り
夢
は
ど
ん
ど
ん
膨
ら
ん
で
い
る
。

住
職
の
ご
あ
い
さ
つ

 
クレジット決済も
可能となりました！

詳
し

くはP5をご覧く
ださ

い
!

11月3日

06-6473-9444

9：00～12：00 ［月・祝］
上記時間内にお越しください大阪本坊

11月2日

072-257-0443

9：00～11：00 ［日］
上記時間内にお越しください堺支坊

有
り
難
い
仏
の
御
教
え
が

子
々
孫
々
ま
で
伝
わ
り
ま
す
よ
う
に
と
の

願
い
を
込
め
て
お
勤
め
い
た
し
ま
す
。

大
切
な
方
の
お
名
前
を
順
不
同
で

お
読
み
上
げ
い
た
し
ま
す
の
で
、

是
非
「
永
代
経
法
要
」
に
ご
参
加
い
た
だ
き

心
に
溜
ま
っ
た
垢
を

洗
い
流
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
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押し入れの中で眠っている品々や、
使わないけれど捨てるには惜しいもの、

ご提供お願い致します。
量が多い場合、車で取りに伺います。

新品・未使用品、大歓迎

西栄寺秋祭り
バザー品募集中！

現物を見て、お断りする
場合がございます。
×【お引き取り出来ない物】
・ 危険物 ・ 汚れているもの ・ 壊れているもの
・ 生き物 ・ 巨大なもの ・ 期限切れの食料品
・ 古着 ・ 公序良俗や法律に反するもの など西栄寺 06-6473-9444

ご提供・引き取りに関するお問合せは

エフエムギグ

https://www.fm-gig.net

久遠泰心堂

3Fスタジオ
から

仏教1％で 毎週金曜日
18：00～18：30 絶賛放送中!!

夢かなリバーサイドステーション
「お坊さんの生け行けラジオ」
夢かなリバーサイドステーション
「お坊さんの生け行けラジオ」

私
達
は

　
お
寺
で
す
の
で
、

何
で
も
気
兼
ね
な
く

 

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

お 葬 式
仏 事・納 骨
永 代 供 養
無 料 相 談

45
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にこぽんマガジン「お寺の介護はいにこぽん」がお届けする、情報発信サイト

イベント・セミナー情報
最新の介護情報

施設・スタッフ紹介
ちょっとしたお話など

QRコードで
簡単アクセス♪2kopon.jp

「生老病死」

第22回

　仏教では「生きるということは苦しいことだ」と教えています。
それはなぜなら、どんな人でも例外なく、生まれたら、年々に老
いて、しだいに病に冒され、やがては死にゆく存在だからです。
これを「生老病死・しょうろうびょうし」と言いますが、仏教の本
質でもあり、私たち人間の抗うことのできない定めでもあります。
　この言葉は一見、残酷な印象を持ちますが、少し考え方を変
えて、「老いてこそ心豊かな日々があり、病んでみてはじめて感
謝できることも多く、そして、ようやく生きるという過酷な現
実から解放されて永遠に眠ることができる」と受けとめれば、
人生の過ごし方の景色が穏やかになるかもしれません。
　お寺の介護はいにこぽんでは、そのような仏教の教えに基づ
いて、老と病、そして死についてまでしっかりと伴走し、豊かで
安穏な暮らしのお手伝いをしています。
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◎ 堺支坊

副住職
上田  健二

住職
山田  博泰

副住職
山田  貴仁

大阪本坊  主任
福山  伸二

寺務経理部  副寺務長 
田中 文子

寺院経理部 
山下 洋子

堺支坊  院代
辻元      涼

堺支坊  院代
石山 直樹

堺支坊  院代
植田 達也

大阪本坊  院代 
野田  智仁

大阪本坊  院代 
貝田  仁司

大阪本坊  院代
鶴田  隆史

大阪本坊  院代
木村  宥光

◎ 大阪本坊

堺支坊  主任
宮原  伸介

（居宅訪問 課長） 主任ケアマネージャー 
岸下　和美  

◎お寺の介護 はいにこぽん（居宅訪問課）

西宮有馬支坊  僧括
吉田  敬一

西宮有馬支坊  院代 
松井  康博

◎西宮有馬支坊

堺支坊  副主任
金田  　塁

東京別院  輪番
榎本  勝彦

◎東京別院

寺務員
榎本  幸子

東京別院  院代
鈴木  淨信

東京別院  院代
佐々木  崇文

大阪本坊  院代 
橘  照善

大阪本坊  院代 
山田  那由太

大阪本坊  院代 
徳永  範男

大阪本坊  院代
小田  慧信

寺務経理部  寺務長
金城 真弓

整備士
有馬 孝浩

（訪問主任） 介護福祉士
木村 幸代

（居宅） 主任ケアマネージャー
野中 郁子

（居宅主任）ケアマネージャー
中村 裕子

（デイサ高住 課長）介護福祉士
出口 千生 

（サ高住 施設長）介護福祉士
加藤 雄二

（デイサ高住主任）介護士
中嶋 章子

◎お寺の介護 はいにこぽん（デイサ高住）

（居宅） 主任ケアマネージャー
松山 貴則

（訪問） 介護福祉士
永田 知美

（デイサ高住副主任）介護士
落合 幸弘

（デイサ高住副主任）介護福祉士
向井 純子

（デイサ高住） 介護士
曽我部 維久子

（デイサ高住） 介護士
尾脇 大誉

（デイサ高住） 介護士
末廣 歩

（デイサ高住） 介護士
新宮 順子

（デイ副主任） 柔道整体師
池内 新

◎介護福祉部

（介護福祉部） 事務長
藤本 美紀

１周忌 令和 6年 １３回忌 平成 25年 ２７回忌 平成 11年 ４３回忌 昭和 58年

３回忌 令和 5年 １７回忌 平成 21年 ３３回忌 平成 5年 ４７回忌 昭和 54年
７回忌 平成 31年

令和 元年 ２３回忌 平成 15年 ３７回忌 昭和 64年
平成 元年 ５０回忌 昭和 51年

ご法事はご命日の約３ヶ月前より承っております。但し、ご命日に法要を営まれる方を最優先しておりますので、
ご命日以外でのご法事をご希望の場合の予約時間は、こちらから指定させて頂く場合がございます。予めご了承ください。

令和7年
年回表

堺支坊  副主任
山中  勝栄

◎久遠泰心堂

久遠泰心堂 営業部
櫻井 八代江  

2025年10月1日発行（年間4回発行）第40巻4号　通巻139号

僧侶とスタッフのご紹介

大本山 大阪本坊 〒555-0012 大阪市西淀川区御幣島1-6-17
TEL.06-6473-9444　FAX.06-6473-4200 東 京 別 院 〒123-0865 東京都足立区新田3-1-9　

TEL.03-3912-9444　FAX.03-3912-5969

西 成 支 坊 〒557-0042 大阪市西成区岸里東1-1-4
TEL.06-6652-4772　FAX.06-6652-8050

尼 崎 本 坊 〒660-0822 尼崎市杭瀬南新町3-2-24
 TEL.06-6482-0141　FAX.06-6473-4200

一 念 寺 〒555-0012 大阪市西淀川区御幣島1-6-17 西栄寺内 
TEL.06-6473-9444　FAX.06-6473-4200

堺 支 坊 〒591-8023 堺市北区中百舌鳥町1-201-2
TEL.072-257-0443　FAX.072-257-0447

西 栄 寺 別 院
北大阪泰心館

〒564-0033 吹田市東御旅町3-2
TEL.06-6105-9200　FAX.06-6105-9505

西宮有馬支坊 〒651-1422 西宮市山口町金仙寺1680-7
TEL.078-903-2088　FAX.078-903-2088

宗教
法人


	p1.pdf
	p2_3.pdf
	p4_5.pdf
	p6_7.pdf
	p8.pdf

